
� はじめに

エンカウンターグループ（EG）とは、

「経験の過程を通して、個人の成長、個人

間のコミュニケーションおよび対人関係の

発展と改善の促進を強調する」集中的グ

ループ体験のこ と で あ る（Rogers，

１９７０）。

EG後どのような変化が起こるかについ

てRogers（１９７０）は、EGの効果について

「個人の変化」、「人間関係の変化」、「組織

の変化」の三つを挙げている。そのなかで

組織の変化は個人の変化と人間関係の変化

によってもたらされると考えられるので、

個人の変化と人間関係の変化をRogersが

効果の中核として考えていたととらえてい

いだろう。個人の変化としては自己概念の

変化や、「自分の可能性に気づき、実現さ

せ始める」といった内容に言及している。

人間関係の変化としては「コミュニケーシ

ョンの深さ」の変化、「真実の感情」交流

といった内容に言及し、「個人の関係の持

ち方が大きく変化する」とまとめている。

また、野島（１９９３）は、�主体性の発
揮、�開かれた人間関係の形成とその深
化、�自己探求、�他者（人間）理解、�
個性の尊重、�多様性の共存という６つを
学習するのに意義があると述べている。押

江（２０１１）はメタ分析の結果、参加者の自
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要 約

このたび筆者は一メンバーとして集中型のベーシック・エンカウンター・グループに参

加する機会を得た。本稿では、参加を通して筆者に生じた内的体験を各セッションごとに

記述し、体験全体に対する考察を行った。考察では（１）自己理解と他者理解：自分自身

のことを話し、それを受け止めてもらうという体験を繰り返すことで、徐々に自己理解を

深めていった。また、セッションが深まるにつれて同じような世代の人であっても全く異

なる考え方をするという他者理解が深まった。（２）グループへの甘え：�筆者が“話し
たことを受け止めてほしい”という欲求があり、�参加メンバーの年齢の高さ、ファシリ
テーターと参加メンバーに対する安全感から集団の許容的雰囲気を感じたため、グループ

への甘えが生まれた。
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己実現傾向と自尊感情を高める上で効果が

高いことを明らかにした。

しかし、EG参加によって必ずしもすべ

ての参加者が一様に心理的成長を遂げるわ

けではなく、中には否定的な影響を与える

こともある（Rogers，１９７０）。この点につ

いては平山（１９９８）も同様の指摘を行い、

「EGは一種の時間制限法であり、所定の

日数の間に心理的成長を遂げるものもあれ

ば、自分の問題が見えてきたものの十分な

解決には至らないというものもいるだろ

う。」とEGが万人に効果を持つものではな

いことを述べている。このことから、EG

体験が個人にどのような意味与えるかは千

差万別であることが考えられる。

EGの体験報告としては次のようなもの

がある。廣住（２００２）は自身のEG体験の

影響を�『参加すること及び、やり遂げた
ことによる体験』�『精神的外傷体験を受
け入れられた体験』�『対決による体験』
�『様々な経験を持つ人と出会えた体験』
�『隠された感情の気づきとなぐさめ経験
の体験』という５つの視点から考察し、あ

りのままの自分自身を受け入れられ、対人

恐怖心性の緩和、積極性の増大といった人

格変容が生じたとしている。曽（２００５）は

多文化相互理解EGにメンバーとして参加

し、自己理解・他者理解が深まり、臨床心

理士candidateの立場からファシリテーシ

ョンを学ぶのに役立ったと報告している。

このたび、筆者は一メンバーとしてある

集中型のベーシック・エンカウンター・グ

ループに参加する体験学習の機会を得た。

そこで本稿では、EGについての体験を報

告し、自分は何を感じたのかについて考察

を行う。

� グループの構成

本グループは人間関係研究会主催で、年

に一回行われている。ホームページではEG

について「C.R.ロジャーズが発展させたグ

ループ体験です。１０人から１５人程度の小グ

ループに１～２人のファシリテーターが入

り、安心できる雰囲気と関係の中で、自分

と深くかかわり、他者の内面の世界と直接

触れ合いながら、参加メンバー間の相互交

流と参加者一人一人の自己成長が深まるこ

とを目指しています。」と書かれていた。

１１月上旬、某宿泊施設を利用し、３泊４

日で集中的に行われた。

スケジュールは以下の通りであった。一

日目は〔オリエンテーション・Se１〕１４：

００～１８：００、〔Se２〕１９：３０～２２：００。２

日目は〔全体会〕９：００～９：３０、〔Se３〕

９：３０～１２：００、〔Se４〕１４：３０～１８：

００、〔Se５〕１９：３０～２２：００。３日目は〔全

体 会〕９：００～９：３０、〔Se６〕９：３０～

１２：００、〔Se７〕１４：３０～１８：００、〔Se８〕

１９：３０～２２：００、４日目は〔Se９〕９：００

～１１：３０、〔全体会〕１１：３０～１２：００。

全体はファシリテーター（Fac）４名、

フロアファシリテーター１名、参加者１７

名。２グループに分かれてEGを行う。筆

者が参加したグループはファシリテーター

２名（２名とも男性：４０代と７０代）、参加

者（Me）７名の合計９名であった。内、

女性は筆者を含め３名、男性は６名、年齢

は２０代から７０代と幅広かった。

� グループの経過

●オリエンテーション・Se１

全員が集まる。何を話したらいいかまだ

それぞれつかめていない様子。ほとんどが
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沈黙であった。筆者はメンバーの中で一番

年下ということが気兼ねとなっていたた

め、尋ねてみたいことがあっても黙ってい

ることが多かった。筆者は他者と出会うと

いうことが難しい人間であると前々から感

じており、今回の体験を通して他者と出会

いたい、対話したいという欲求が参加前か

ら生じていた。しかし、Se１ではそうし

た欲求は湧いてこなかった。

●Se２

筆者がまず発言し、EG体験を論文とし

て纏めることの了解を取った。そこから前

半は話が展開していった。過去のEG体験

についても質問を受けた。この時、質問さ

れたということから自分が話してもいいの

だという感じが生まれた。中盤はほとんど

沈黙であった。後半、終始沈黙のままでい

るMeがいたことから、グループに参加し

ている人間全体で話が進行している感じが

しなかったので、そのことを指摘した。

●Se３

筆者はこの体験から得られるものが何も

なくてもいい、グループがどんな形であっ

ても満足である、ということを初日に表明

していた。しかしこのセッション中に年齢

の高い方たちに囲まれて「発言するのが申

しわけない」と思っている自分に気が付い

た。Meの一人が筆者に話を振ってきたの

で、その胸の内を素直に明かすと、逆に年

代の若い筆者の話を聞きたいというような

声も上がった。また、Facの一人から、今

ここで話された話は深いものではないが、

筆者と出会い、対話ができていると思った

ということを言われた。これらのことから

安心したのか、セッション中に今まで感じ

たことのないような強烈な眠気が後半に起

こった。

●Se４

Meの一人からこのグループは大きな話

をすることではなく、小さな話を少しづつ

することでそれぞれの理解を深めていって

いるというお話があった。Facの一人から

もここでする話は深い話である必要はない

という言葉があった。その中で、筆者に話

が振られた。筆者は他者との出会い、対話

を求めていたが、それはなぜなのか、セッ

ション前の休憩時間に考えた結果、受け入

れられたと感じた経験が少ないからである

と分かった。その考えをせっかくの機会で

あるからと表明したところ、筆者の普段感

じていることや経験について、過去の出来

事についての質問をいくつか、何人かのMe

とFacから受けた。話したくないと思うこ

とが多かったので、真正面から答えること

はなかったが、「それに関する話をして自

分が否定されたことがあるのだ」という話

はした。

●Se５

Facの一人が最近の自分がどういう状態

にあるか知ってほしいと自分の話を始め

た。筆者は「その話は自分のことを理解し

てほしいという欲求からか、それともMe

へ何かしら影響を与えたいからか、どうし

て話したのか教えてほしい」と尋ねた。

「どちらもあるが、前者が大きい」との答

えだった。「大切な人を守るためには犠牲

を出さなければいけない時もある」という

Meの一人の言葉が印象的だった。筆者は

その後に２年前のEGで話したことと同じ

ことを語った。この話は、２年前にEGや

日常生活において開示したこともあるが、

自分にとってあまり納得のいく反応がなか
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ったものだ。語るときに言いようのない苦

しさを感じた。FacもMeも否定的なことを

言う人はいなかった。「傷ついているの

に、それを認めていないのが痛々しい」

「辛かったんだね」「抱きしめてあげたい

と思った」というようなことがMeからは

語られた。Facの一人は「乗り越えてほし

いと思う」と自分の意見をかなり述べてい

る感じがした。もう一方のFacはグループ

がどのように動くか見守っている感じがし

た。筆者が話したことによる今後の精神的

動揺といった否定的影響を心配する人がか

なり居たように思う。

●Se６

このセッションはオリエンテーションで

決められたグループを離れ、出店形式で好

きなワークに参加する時間であった。１セ

ッションのEG、フォーカシング、表現

アートワーク、温泉のほかに、自分で自由

に時間を過ごしてもよかった。筆者はアー

トワークに参加、参加者は全員で３人であ

った。自然の中にあるもの（木の枝、葉っ

ぱなど）を一つ採取してきて、それを使

い、「パワーオブジェクト」というお題で

作品を作った。作品の材料には紙、ボン

ド、木の枝、石、色鉛筆、クレヨン、カ

ラーテープ、毛糸、タコ糸などが用意され

ていた。筆者は滝の水をコップに入れてそ

れを利用した作品を作った。

●Se７

普段のEGに戻った。筆者は昼食を食べ

すぎたため強烈な眠気があり、開始直後に

寝てしまった。セッション後半に目を覚ま

したが、話が進んでいて頭に半分くらい入

ってこなかった。寝てしまったことについ

ては、せっかく話していただいたのに聞い

ていなくて申し訳ないという気持ち、聞き

たかったという気持ちとともに、眠かった

のだからしょうがないという気持ちもあっ

た。Facの一人が「寝ていましたがどうで

した」と筆者に話を振ってきた。昼食を食

べすぎたこと、部屋が暖かくて眠ってしま

ったこと、などを正直に話した。「リラッ

クスしていたように見えた」と何名かのMe

から声が上がった。

●Se８

筆者は当初、一番年下であるために委縮

していた部分があったが、一番年下である

ために甘えていいと思ったということを述

べた。Meから嬉しい言葉であるという声

も上がった。２年前のEGにおける傷つき

体験についても当然であるというような話

があった。「甘えるということを大切にし

てほしい、しかしその時に人を見極めると

いうことが大切になる」「自分のことを開

示せずとも甘えることはできるのではない

か」という助言も受けた。「Se１のときよ

り表情が柔らかくなった」という言葉もあ

り、自分としてはリラックスしたことで言

葉遣いが不躾になっていると感じていたの

で意外であった。

●Se９

最終セッション。振り返りが中心となっ

た。EGはどんなイメージがするのかとい

う話で、飛行機に例えた話が初めに出た。

離陸と着陸が一番緊張するが、今回も日常

にうまく戻っていってほしいということが

語られていた。温泉の例えもあり、ずっと

浸かって居たいが動き出したい気持ちもあ

るとおっしゃられていた。野原に例えられ

た人は参加者それぞれが自由に動いてピク

ニックしている感覚があるとしていた。
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Facの一人は安全感のある新幹線に例えら

れ、自分がMeであったとしても感じると

いうことを言われた。筆者は今回のEGが

２回目の体験であるが、Facや参加Meによ

って全く違う体験であるように感じた。そ

のため「どこでもドア」を例えに出し、ど

こに行くかドアを開ける前は分からなかっ

たが、今回はのびたの家からスネ夫の家に

来た感覚だということを述べた。

� グループ終了後の気持ち

筆者はあまり自分自身のことを認めても

らえたという体験をしたことが無いように

感じている。そのため、今回EGに参加す

る前から、グループの中で認められたいと

いう気持ちは高かったように思う。それは

EG参加以前からあった「出会いたい、対

話したい」という欲求と、Se５で過去の

経験を自己開示をしたことに表れている。

振り返ってみると、非常に安全感の高いグ

ループであったように感じる。筆者がグ

ループの中では一番年下ということもあっ

てか、気持ちを受け止めてもらう体験だけ

ではなく、支持やアドバイスを多く受け

た。筆者のことを思ってかけてくれた言葉

であるため、すべて大切にしたいと思って

いる。

� 考察

１．自己理解と他者理解

自分の中にある考えを語ることで、なぜ

そのことを話したかという問いが生まれ、

自己理解を深めていった。これはSe１か

らSe４までで顕著であった。Se５におい

て筆者の語ったことに対する各人の反応

は、筆者が自分の考えとしてつねに持ちな

がらも否定し続けてきた事柄の代弁であっ

た。Se６以降は筆者の話を直接取り扱う

ことはなかったが、ここに居てもいいのだ

という安心感があったように思う。それ

は、Se５で自分自身についてのエピソー

ドを話すことでグループ全体に対する甘え

が生まれたためであると感じている。これ

については後述する。

また、参加Meそれぞれの話を聞く中

や、筆者の語りに対する反応を受けること

で一人一人に対する理解が深まっていっ

た。特に、筆者自身はEGに参加するま

で、ある程度高い年代になると皆似たよう

な思考になっていき、悩みも無くなるので

はないかと思っていた。しかし一人一人の

話を聞いてみると、歩んできた人生も違え

ば、物事のとらえ方、現在の生き方も様々

であると感じた。年齢を重ねても時には悩

むこともあれば、戸惑うこともあるのだと

いうことが分かった。

２．グループへの甘え

グループに対して甘えが生じるのは特別

珍しいことではないと考えられる。國分

（１９８１）は、社会的に個人主義が強くなっ

てきたことで甘え欲求が満たされることが

少なくなったため、甘えをEG体験に求め

ることが多くなるのだろうと述べている。

土居（１９８１）は甘えは人間に共通する本

能的なものであり、相手に許容されている

場合に生じるとされている。このことか

ら、以下では（１）個人的要因と（２）グ

ループの要因の二点から甘えについて考察

する。

（１） 個人的要因

甘えについて、土居（１９７５）は「乳児の

精神がある程度発達して、母親が自分とは
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別の存在であることを自覚した後に、その

母親を求めることを指して言う言葉であ

る。…精神の発達とともに次第に自分と母

親が別々の存在であることを知覚し、しか

もその別の存在である母親が自分に欠くべ

からざるものであることを感じて母親に密

着することを求めることが甘えであるとい

うことができるのである。」と定義しつつ

も、甘えとは多義的な側面があり一般的な

定義を下すことは非常に難しいとしている

（土居，１９８８）。

筆者は“話したことを受け止めてほし

い”という欲求は参加以前より強かった

が、これは誰かに自分の気持ちに密着して

ほしいという願望の表れであると言える。

また、甘えるというのは主客分離という傷

をいやそうとすることでもある（土居，

１９６３）。筆者の場合、以前に主観的な経験

についての語りを行い、否定されたという

ように感じていた。その時の主観的経験を

再度語るということは、まさに２年前に起

こった主客分離状態を回復しようとする試

みであり、グループへの甘えがあったから

こそ生じたともいえる。

（２） グループの要因

第一に、グループ参加者の年齢層が筆者

よりも高い方ばかりだったことが考えられ

る。上記に挙げたように、甘えは母子関係

に由来しているとされている。本グループ

は女性が筆者含め３名、男性が６名と男性

が多く、一概に母親的存在を求めていたと

は言い難いが、年齢の高さは関係していた

と思われる。

第二に、Facが安全性を保障していたこ

とがある。Rogers（１９７０）はFacの促進的

な態度について以下のように述べている。

�安全な風土づくり、�グループの受容、
�個人の受容、�共感的理解、�自身の感
情の信頼、�対決とフィードバック、�自
分の問題の表明、	自発性を重んじる、

グループ・プロセスの解釈を控える、�グ
ループの治療的潜在力を信じる、�身体運
動・身体接触により表現する。これらの相

互作用については説明されていないが、�
の安全な風土づくりに�から�の態度が影
響しているような印象を筆者は受ける。

Facの一人は自身の体験や感情をかなり表

現されているように感じた。Se５では自

身の最近の体験についても長い時間を取っ

て表明されている。もう一人のFacは自分

の意見を述べることは少なかったが、グ

ループの動きを見守っている感覚があっ

た。このことが筆者に心理的な安全感をも

たらしたと考えられる。

第三に、グループ全体として許容的な雰

囲気があったことが考えられる。Se１か

ら終了まで、自分の考えを述べることはあ

っても、あからさまにメンバーの意見や態

度を否定する人はいなかった。このことか

ら、筆者個人としてもグループ全体として

もメンバーに受け入れられているという感

覚があった。

土居（１９９６）はグループの雰囲気につい

ての論において、ビオンの提唱したcontain

（包み込む）を取り上げ、「それは受け止

めることであり包み込むことである。しか

し実はそうされてこそ相手は甘えることが

できる。これに反して甘やかされる場合

は、いわば先を越されるようなものであ

り、自然に甘えることがかえって不可能と

なるのである。」と述べている。筆者がSe

５において話したことを聞いてもらうとい
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うことは、ここでいう受け止め、包み込む

ことであり、その結果Se７で寝てしまう

などの甘えが生じたと考えられる。
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